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Ⅰ 調査の概要 
 

１ 調査目的 

   児童生徒の家庭における食生活等の実態を把握し、学校給食の食事内容の改善や食に関す

る指導の充実に役立てるとともに、家庭との連携を深めることにより、児童生徒の望ましい

食習慣づくりを図る基礎資料を得るものである。 
 

２ 調査期日 

   令和６年６月 
 

３ 調査対象 

   栄養教諭または学校栄養職員が配置されている小・中学校、特別支援学校の小学校第５学

年、中学校第２学年、特別支援学校小学部第５学年および特別支援学校中学部第２学年の原

則として１学級の児童生徒を対象とする。 

    

有効回答等 

 
 

４ 調査内容 

   食習慣等の状況 

（生活習慣、朝食、間食、野菜摂取、共食、不定愁訴、食文化の認知状況等） 
 

５ 調査方法 

１人１台端末を用い、香川県電子申請システムにより児童生徒がアンケートに回答した。

（24～30 ページ） 

 

６ 解析方法 

統計解析はエクセル統計を用いたχ２検定を行い、有意水準を５％未満とした。χ２検定で

有意な場合は、調整済み残差によって有意なセルを判断した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校 人員 人 ％ 学校 人員 人 ％ 学校 人員 人 ％

特別支援学校 （5）† 25 25 100.0 6 43 40 93.0 6 68 65 95.6

市町等 49 2537 2239 88.3 23 1518 1292 85.1 72 4055 3531 87.1

合計 49 2562 2264 88.4 29 1561 1332 85.3 78 4123 3596 87.2

†　特別支援学校中学部で校数で計上（中学校 ６ の内数）

有効回答対象数

合計中学校

対象数 有効回答 対象数 有効回答

小学校
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Ⅱ 調査結果の概要 

１ 朝食を毎日食べていたのは小学生９割、中学生８割程度 

・起床時刻は「7:00～7:29」と「7:30 以降」を合わせた割合は、小学校 10.1％、中学校 20.0％

であった。 

・就寝時刻は、小学校は６割程度が 10:00 までに、中学校は５割程度が 11:00 までに寝てい

た。11:00 以降（「11:00～11:59」又は「12:00 以降」と回答）は、小学校 10.2％、中学校

52.5％であった。 

・朝食を「毎日食べる」と回答した割合は、小学校 87.7％、中学校 80.6％であった。 

・朝食を食べない理由は、小学校、中学校とも「時間がないから」が最も多く、次いで「食

欲がないから」となっていた。 

・朝食摂取は、起床時刻、就寝時刻と有意に関連していた。 

・不定愁訴＊（だるさや疲れやすさ、やる気が起こらない、イライラすること）の多くと前向

きな姿勢は、起床時刻、就寝時刻、朝食摂取、朝食の内容と有意に関連していた。 

・排便習慣は小中学校とも就寝時刻、朝食摂取と有意に関連しており、中学校のみ起床時刻、

小学校のみ朝食の内容とも有意に関連していた。  
＊：明白な器質的疾患が見られないのに、さまざまな自覚症状を訴える状態 

 

 

 ２ 朝食を共食していたのは小学生６割、中学生５割程度、夕食は小中学生９割程度 

・朝食を、「家族そろって」「家族のだれかと（大人を含む）」食べることが多いと回答した割

合は、小学校 61.7％、中学校 49.4％であり、「一人で食べる」ことが多いと回答した割合

は、小学校 21.1％、中学校 38.2％であった。 

・夕食を「家族そろって」又は「家族のだれか」と食べることが多いと回答した児童生徒は

９割程度であり、「一人で」食べることが多いと回答した割合は、小学校 4.2％、中学校 8.6％、

であった。 

・朝食での共食は、小中学校とも食事のあいさつ、だるさや疲れやすさ、やる気が起こらな

い、イライラすること、食事が楽しい、野菜摂取量、郷土料理の認知、地場産物の認知と

有意に関連しており、小学校のみ前向きな姿勢、好き嫌いとも有意に関連していた。 

・夕食での共食は、小中学校とも食事のあいさつ、だるさや疲れやすさ、やる気が起こらな

い、食事が楽しい、郷土料理の認知と有意に関連しており、小学校のみイライラすること、

中学校のみ前向きな姿勢、好き嫌いとも有意に関連していた。 

 

 

 ３ 野菜料理を５皿以上食べていたのは１割程度 

・１日の野菜摂取の目標量の 350ℊ相当（「５皿以上」と回答）を食べていた割合は、小学校

14.8％、中学校 9.6％であった。 

・野菜の摂取量は、小中学校とも好き嫌い、朝食の内容と有意に関連しており、小学校のみ

排便習慣、やる気が起こらないとも有意に関連していた。 

 

 

 ４ 郷土料理・地場産物を知っていたのは５割～６割程度 

・郷土料理を「知っている」と回答した割合は、小学校 62.0%、中学校 58.6%であった。 

・香川県や地域の地場産物を「知っている」と回答した割合は、小学校 54.0%、中学校 50.6%

であった。 

・知っている郷土料理、地場産物名の回答には、地域による特色が見られた。 

・郷土料理の認知は、小中学校とも調理体験、食事の手伝い、野菜摂取量と有意に関連して

いた。 

・地場産物の認知は、小中学校とも野菜摂取量と有意に関連しており、小学校のみ調理体験、

食事の手伝いとも有意に関連していた。 

4、11、13～15 ページ 

5、16～18 ページ 

6、19 ページ 

8～10、20、21 ページ 
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Ⅲ 調査結果の活用 
本調査結果から、児童生徒への指導の場面等で活用できると考えられる内容をまとめた。 

１ 食に関する指導への活用 

◇ 野菜摂取とバランスのとれた食事 

・野菜不足：５皿以上食べていたのは、小学校 14.8％、中学校 

9.6％であった。 

・朝食で主食・主菜・副菜がそろっていたのは小学校 16.2％、 

中学校 18.7％であった。 

 

 

◇「早寝早起き朝ごはん」  

・起床時刻、就寝時刻が遅い児童生徒は、朝食を「毎日食べる」割合が少なく、「食べな

いことがある」割合が多かった。 
・朝食欠食の理由は「時間がないから」が最多、次いで「食欲がないから」であった。 
・朝食を毎日食べている児童生徒は、排便が毎日ある、だるさや疲れやすさ、やる気が

起こらないこと、イライラすることが少なく、いつも前向きな姿勢でものごとに取り

組んでいる割合が多かった。 

 

◇ 共食 

・朝食を共食する児童生徒は、食事のあいさつをし、不定愁訴がなく、食事が楽しい、

野菜を食べる、郷土料理、地場産物を知っている割合が多かった。 

・夕食を共食する児童生徒は、食事のあいさつをし、だるさや疲れやすさ、やる気が起

こらないことが少なく、食事が楽しい、郷土料理を知っている割合が多かった。 

 

 

◇ 伝統的な食文化や地場産物の理解 

・郷土料理、地場産物を知っていた児童生徒は５割～６割程度であった。 

・知っている郷土料理や地場産物は地域ごとに特色があった。 

・地場産物や特産物、名物を郷土料理と誤って認識していると思われる回答があった。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 給食管理に関する活用 

◇ 伝統的な食文化の継承・地場産物の活用 

郷土料理や地場産物を取り入れるなど、学校給食を生きた教材

として活用し、地域の自然や伝統的な食文化、食に関する産業、

自然の恵みに対する理解を図る。 

望ましい生活リズム等の

指導が考えられる。 

実態として指導の導入や家庭啓発

資料としての活用が考えられる。 

実態として給食の時間

における食に関する指

導、教科等における指導

や家庭啓発資料として

の活用が考えられる。 

【地場産物を取り入れた献立】 

【学校給食を教材とした給食時間の指導】 

家庭啓発資料や給食時の食育の実践を推

進する資料としての活用が考えられる。 

【野菜摂取の啓発資料例】 
4、11、13～15 ページ 

6、11、19 ページ 

5、16～18 ページ 

8～10、20、21 ページ 

【香川県の農産物マップ】 
 香川県 HP よりダウンロードできます 
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Ⅳ 調査結果 

１ 集計結果 
   問１～25と問 26の主食･主菜･副菜の摂取状況について、小中学校毎にグラフに示した（図

１～27）。また、問 26の主食･主菜･副菜の摂取状況はそれぞれの摂取割合を示した（図 26）。

問 22 の郷土料理名、問 24 の地場産物名はそれぞれ地域別に集計し、上位 10 位の結果を示

した（表１、２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１  問１ 朝、何時ごろに起きますか          図２  問２ 夜、何時ごろに寝ますか 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 問３ 毎日朝食を食べますか       図４  問４ 朝食を食べない理由は何ですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食について、「毎日食べる」と回答した割合は、小学校は全体 87.7％、男子 88.2％、女子 87.1％、

中学校は全体 80.6％、男子 83.9％、女子 77.1％であった。「ほとんど食べない」と回答した割合

は、小学校は全体 2.9％、男子 3.2％、女子 2.5％、中学校は全体 5.2％、男子 4.5％、女子 5.9％

であった。 

朝食を食べない理由については、小学校、中学校とも「時間がないから」が最も多く、次いで

「食欲がないから」となっていた。 

 

以上のことから、朝食を食べないことが習慣化している児童生徒も一定数見られるため、基本

的な生活習慣を身に付ける観点から、朝食を毎日食べることの重要性の指導は必要である。さら

に、朝食を食べない理由に「時間がないから」「食欲がないから」が多いことから、前日の夜を含

めた 1日の生活リズムの指導も合わせて必要であると考えられた。 

起床時刻について、「6:30 より前」の割合は、小学校は全体 48.7％、男子 48.5％、女子 48.9％、

中学校は全体 37.4％、男子 38.7％、女子 36.0％であり、7:00 以降（「7:00～7:29」又は「7:30 以

降」と回答）は、小学校は全体 10.1％、男子 11.7％、女子 8.3％、中学校は全体 20.0％、男子

22.6％、女子 17.1％であった。 

就寝時刻について、小学校は６割程度が 10:00 まで（「9:00 より前」又は「9:00～9:59」と回

答）に、中学校は５割程度が 11:00 まで（「9:00 より前」、「9:00～9:59」又は「10:00～10:59」と

回答）に寝ていた。11:00 以降（「11:00～11:59」又は「12:00 以降」と回答）は、小学校は全体

10.2％、男子 10.7％、女子 9.5％、中学校は全体 52.5％、男子 48.7％、女子 56.5％であった。 
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図５  問５ 朝食はだれと食べることが多いですか       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図６  問６ 毎日夕食を食べますか          図７ 問７ 夕食はだれと食べることが多いですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食を「家族そろって」又は「家族のだれ

かと」食べることが多いと回答した児童生

徒は、小学校は６割程度、中学校は５割程度

であった。「一人で」食べることが多いと回

答した割合は、小学校は全体 21.1％、男子

21.6％、女子 20.5％、中学校は全体 38.2％、

男子 38.1％、女子 38.3％であった。 

夕食については、小中学校ともほとんどの児童生徒が毎日食べていた（小学校 96.7%、中学校

96.5%）。 

夕食を「家族そろって」又は「家族のだれか」と食べることが多いと回答した児童生徒は９割

程度であった。「一人で」食べることが多いと回答した割合は、小学校は全体 4.2％、男子 5.3％、

女子 2.9％、中学校は全体 8.6％、男子 10.0％、女子 7.0％であった。 

共食について 「第４次食育推進基本計画」より 

共食について、第４次食育推進基本計画では、食育の推進に当たっての目標の 16 項目の２

つめに「朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数を増やす」が挙げられており、引

き続き取組を推進していくことが重要であるとされている。食育の推進に当たっての目標で

は、次のように記載されている。 
 

「家族が食卓を囲んで共に食事をとりながらコミュニケーションを図ることは食育の原点であ

り、共食を通じて、食の楽しさを実感するだけでなく、食や生活に関する基礎を伝え、習得する

機会にもなり、引き続き、取組を推進していくことが重要である。（中略）「新たな日常」への

対応に伴う暮らし方や働き方の変化により、家族と過ごす時間にも変化が見られる。（中略）仕

事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）等の推進にも配慮しつつ、引き続き、朝食又は夕

食を家族と一緒に食べる「共食」回数を増やすことを目標とする。」 

 
第４次食育推進基本計画では、重点課題の３つめに「新たな日常」やデジタル化に対応した

食育の推進が挙げられており、「新たな日常」が在宅時間や家族で食を考える機会が増えるこ

とで食を見つめ直す契機ともなっており、家庭での食育の重要性が高まるといった側面も有

しているとされている。 
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図８ 問８ 家で食事をするときにあいさつをしますか  図９ 問９ ３度の食事以外に、間食や夜食を食べますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10  問 10 好ききらいはありますか           図１１  問 11 きらいな食べ物は、食事のときには 

どうしていますか 
                                          

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12  問 12 野菜を使った料理を何皿食べていますか    図 13  問 13 あなたは、毎日排便はありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜の摂取状況について、１日の野菜摂取の目標量 350ℊ相当（「５皿以上」と回答）を食べるこ

とができていたのは、小学校は全体 14.8％、男子 15.7％、女子 13.7％、中学校は全体 9.6％、男

子 8.7％、女子 10.6％であり、多くの児童生徒は野菜摂取不足であるといえる。「５皿以上」食べ

ていると回答した割合は中学校より小学校の方が多かった。中学校では家庭科の学習などにより、

料理に使われている野菜の量をより正確に理解できるようになったことで、食べている量の認識

が小学校と異なった可能性が考えられた。 

排便習慣について、「毎日」と回答した割合は、小学校は全体 55.8％、男子 60.4％、女子 50.7％、

中学校は全体 59.2％、男子 67.8％、女子 50.0％であった。 

食事のあいさつを「いつもする」と回答した割合は、小学校は全体 63.2％、男子 59.9％、女子

66.9％、中学校は全体 62.1％、男子 60.1％、女子 64.2％であった。 

間食・夜食について、「ほとんど毎日食べる」と回答した割合は、小学校は全体 34.8％、男子 36.1％、

女子 33.5％、中学校は全体 27.6％、男子 28.7％、女子 26.3％であった。 

きらいな食べ物がある時の対応について、「きらいなものはない」と回答した割合は、小学校は全

体 14.4％、男子 17.7％、女子 10.8％、中学校は全体 18.2％、男子 23.6％、女子 12.3％であった。

「がまんして食べる」割合は、小学校全体 44.6％、中学校全体 34.9％であった。 
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図 14  問 14 身体のだるさや疲れやすさを       図 15  問 15 何もやる気がおこらないと感じる 

感じることがありますか                         ことがありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16  問 16 イライラすることがありますか             図 17  問 17 食事が楽しいですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18  問 18 前向きな姿勢でものごとに取り組んでいますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体のだるさや疲れやすさが「いつも」と回答した割合は、小学校全体 18.9％、男子 20.7％、

女子 17.0％、中学校全体 26.2％、男子 27.2％、女子 25.1％であった。 

やる気がおこらないと感じることが「いつも」と回答した割合は、小学校全体 8.6％、男子 9.9％、

女子 7.1％、中学校全体 14.5％、男子 13.3％、女子 15.7％であった。 

イライラすることが「いつも」と回答した割合は、小学校全体 17.4％、男子 17.4％、女子 17.4％、

中学校全体 13.1％、男子 12.3％、女子 13.9％であった。 

食事が楽しいと「いつも」感じているのは、小学校全体 68.0％、男子 69.9％、女子 65.9％、中

学校全体 57.0％、男子 60.3％、女子 53.4％であった。 

「いつも」前向きな姿勢でものごとへ取り組んでいるのは、小学校全体 36.7％、男子 37.1％、

女子 36.3％、中学校全体 34.7％、男子 34.9％、女子 34.4％であった。 
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図 19  問 19 家で自分で調理をすることがありますか   図 20  問 20 家で食事のときに手伝いをする 

                                              ことがありますか 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21  問 21 香川県の郷土料理を知っていますか   図 22  問 22 知っている郷土料理を３つまで 

書いてください (＊誤答) 

                           （グラフは回答数上位 10 位）(n=3596)   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 23  問 23 地場産物を知っていますか        図 24  問 24 知っている地場産物を３つまで 

書いてください 

                           （グラフは回答数上位 10位）（n=3596） 

 

 

 

 

 

家で自分で調理を「しない」と回答した割合は、小学校は全体 28.4％、男子 35.7％、女子 20.1％、

中学校は全体 38.2％、男子 44.2％、女子 31.8％であった。 

食事のときに手伝いを「しない」と回答した割合は、小学校は全体 15.2％、男子 19.4％、女子

10.3％、中学校は全体 27.6％、男子 30.6％、女子 24.3％であった。 

香川県の郷土料理を「知っている」と回答した割合は、小学校は全体 62.0％、男子 60.7％、女

子 63.4％、中学校は全体 58.6％、男子 55.8％、女子 61.5％であった。 

香川県や地域の地場産物を「知っている」と回答した割合は、小学校は全体 54.0％、男子 52.7％、

女子 55.5％、中学校は全体 50.6％、男子 46.4％、女子 55.1％であった。 

 

 

 

まんばのけんちゃん 

 

 

 

オリーブ 

さぬきのめざめ 

金時にんじん 

うどん 

あんもち雑煮 

回答数 

回答数 
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讃岐の郷土料理（上位 10 位に入っていたものから一部掲載） 

 

 
 

 
まんばのけんちゃん   しっぽくうどん      あんもち雑煮      しょうゆ豆         いりこ飯     ばらずし（かきまぜずし） 

 
 

 

 

 
かきまぜ      てっぱい      もっそう飯     ふしめん      さつま 

写真提供元：香川県農政水産部農業経営課 

表１ 知っている郷土料理の地域別の回答内容 

東讃・小豆 (n=468)  高松 (n=1789)  中讃 (n=868) 
 

西讃 (n=471) 

1 まんばのけんちゃん 

115 (24.6) 

 1 うどん 

626 (35.0) 

 1 うどん 

221 (25.5) 

 
1 うどん 

134 (28.5) 

2 うどん 

97 (20.7) 

 2 まんばのけんちゃん 

430 (24.0) 

 2 まんばのけんちゃん 

124 (14.3) 

 
2 肉もっそ 

130 (27.6) 

3 しっぽくうどん 

88 (18.8) 

 3 あんもち雑煮 

245 (13.7) 

 3 しょうゆ豆 

113 (13.0) 

 
3 いりこ飯 

44 (9.3) 

4 あんもち雑煮 

38 (8.1) 

 4 しっぽくうどん 

153 (8.6) 

 4 あんもち雑煮 

99 (11.4) 

 
4 しょうゆ豆 

42 (8.9) 

5 しょうゆ豆 

36 (7.7) 

 5 しょうゆ豆 

94 (5.3) 

 5 しっぽくうどん 

56 (6.5) 

 
5 あんもち雑煮 

27 (5.7) 

6 いりこ飯 

19 (4.1) 

 6 和三盆* 

77 (4.3) 

 6 骨付鳥* 

44 (5.1) 

 
6 まんばのけんちゃん 

21 (4.5) 

7 かきまぜずし 

15 (3.2) 

 7 いりこ飯 

67 (3.7) 

 7 ぴっぴ飯* 

27 (3.1) 

 
7 しっぽくうどん 

20 (4.2) 

8 かきまぜ 

12 (2.6) 

 8 骨付鳥* 

27 (1.5) 

 8 いりこ飯 

25 (2.9) 

 
8 ふしめん汁 

6 (1.3) 

9 黒豆* 

11 (2.4) 

 9 オリーブハマチ* 

24 (1.3) 

 9 和三盆* 

15 (1.7) 

 
9 いりこ* 

5 (1.1) 

10 いちご* 

7 (1.5) 

 10 ばらずし 

20 (1.1) 

 10 てっぱい 

14 (1.6) 

 
9 さつま 

5 (1.1) 

      9 そうめん 

5 (1.1) 

地域ごとに回答数上位 10 位を示した。（図 22 の県全体で上位３位に入っていた料理に色をつけた） 

表中の数値は、上段は地域内の回答数の順位、下段は回答数（％）を示した。 

*郷土料理ではなく、地場産物や特産物、地域の名物であり、誤答である。 

表１は、問 22で知っている郷土料理を３つまで記入させた結果を小中学校合わせ、地域別（東

讃・小豆、高松、中讃、西讃）に集計し、回答数上位 10 位を示したものである。 

全ての地域において「うどん」「しっぽくうどん」が上位 10 位に入っており、うどん県と言わ

れるように、うどんが身近な存在であることがうかがえる。香川県の代表的な郷土料理である「ま

んばのけんちゃん」は、全ての地域において上位 10 位に入っていた。同じ料理を西讃では豆腐を

雪の舞っているように見立てて「ひゃっかの雪花」とも言うが、「ひゃっかの雪花」の回答は中讃

と西讃で３件ずつ見られ、地域での呼び方が受け継がれていると考えられた。「あんもち雑煮」「し

ょうゆ豆」「いりこ飯」も全ての地域で上位 10 位に入っていた。ちらしずしとも呼ばれる料理が、

東讃・小豆では「かきまぜずし」、高松では「ばらずし」の呼び名で上位 10 位に入っていた。東

讃・小豆では「かきまぜ」、西讃では「肉もっそ」（牛肉を使い、丸く握ったもっそう飯）、「さつ

ま」の回答があり、地域に根ざした郷土料理が認知されていた。また、特産品である「和三盆」、

地場産物である「黒豆」「いちご」「オリーブハマチ」「いりこ」、地域の名物である「骨付鳥」「ぴ

っぴ飯」などを郷土料理と誤って認識していると思われる回答も見られた。 
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[補足] 

・「オリーブ牛」「オリーブハマチ」「らりるれレタス」：それぞれ香川県のブランド牛、ブランドハ

マチ、ブランドレタス 

・「さぬきのめざめ」「さぬきひめ」：それぞれ香川県オリジナル品種のアスパラガス、いちご 

・「食べて菜」：香川県内の小中学生が名付けた香川県生まれの野菜 

・「三豊なす」：西讃地域の在来品種のなす 

・香川県オリジナル品種の「小原紅早生」は地域によっては「金時みかん」と呼ばれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表２ 知っている地場産物の地域別の回答内容 

東讃・小豆 (n=468)  高松 (n=1789)  中讃 (n=868) 
 

西讃 (n=471) 

1 いちご 

109 (23.3) 

 1 さぬきのめざめ 

239 (13.4) 

 1 金時にんじん 

120 (13.8) 

 
1 らりるれレタス 

56 (11.9) 

2 オリーブ 

52 (11.1) 

 2 オリーブ 

188 (10.5) 

 2 金時みかん 

64 (7.4) 

 
2 金時にんじん 

44 (9.3) 

3 アスパラガス 

41 (8.8) 

 3 オリーブハマチ 

160 (8.9) 

 3 アスパラガス 

59 (6.8) 

 
3 オリーブ 

42 (8.9) 

4 さぬきひめ 

31 (6.6) 

 4 さぬきひめ 

145 (8.1) 

 3 金時いも 

59 (6.8) 

 
4 梨 

36 (7.6) 

4 黒豆 

31 (6.6) 

 5 オリーブ牛 

114 (6.4) 

 5 オリーブ 

56 (6.5) 

 
5 みかん 

34 (7.2) 

6 希少糖 

22 (4.7) 

 6 金時にんじん 

109 (6.1) 

 6 さぬきのめざめ 

48 (5.5) 

 
6 さぬきのめざめ 

31 (6.6) 

7 うどん 

20(4.3) 

 7 うどん 

83 (4.6) 

 7 さぬきひめ 

39 (4.5) 

 
7 いりこ 

29 (6.2) 

7 和三盆 

20 (4.3) 

 8 らりるれレタス 

55 (3.1) 

 8 らりるれレタス 

36 (4.1) 

 
8 三豊なす 

28 (5.9) 

9 ハマチ 

19 (4.1) 

 9 和三盆 

54 (3.0) 

 9 オリーブハマチ 

32 (3.7) 

 
9 レタス 

24 (5.1) 

10 さぬきのめざめ 

17 (3.6) 

 10 食べて菜 

52 (2.9) 

 10 いちご 

31 (3.6) 

 
10 オリーブハマチ 

20 (4.2) 

地域ごとに回答数上位 10 位を示した。（図 24 の県全体で上位３位に入っていた食品に色をつけた） 

表中の数値は、上段は地域内の回答数の順位、下段は回答数（％）を示した。 

表２は、問 24で知っている地場産物を３つまで記入させた結果を小中学校合わせ、地域別（東

讃・小豆、高松、中讃、西讃）に集計し、回答数上位 10 位を示したものである。 

全体的には「オリーブ〇〇」や「さぬき〇〇」など、香川らしい名前の回答が多く、地場産物

として認識しやすいと考えられた。「オリーブハマチ」「ハマチ」の回答が多かったのは、香川県

がハマチ養殖発祥の地であり、ハマチ養殖の歴史を小学校４年生の社会科で学習することや、県

魚の日に合わせて学校給食でハマチ料理を取り入れ、指導を行っていることによると考えられた。

東讃・小豆で「希少糖」の回答が多かったのは、エリア内に希少糖研究の大学があることによる

と考えられた。高松で回答があった「食べて菜」は、小松菜とさぬきな（さぬきなは野沢菜と広

島菜を交配した野菜）をかけ合わせて作られた野菜であり、名前を香川県内の小中学生に公募し、

「食べて菜」と名づけられた。2009 年に試験的に県内の小中学校の給食に導入し、その後、徐々

に広がっていることから、学校給食を通して認知されているものと考えられた。農産物は地域に

よって生産されている品目が異なっている。東讃では「いちご」「アスパラガス」「黒豆」、中讃で

は「金時にんじん」「金時みかん」「アスパラガス」「金時いも」、西讃では「らりるれレタス」「金

時にんじん」「梨」「みかん」「三豊なす」の回答が見られ、学校給食に地場産物を取り入れたり、

給食の時間や教科等で指導したりしているためと考えられた。また、西讃では「いりこ」の回答

が多く、西讃部にある燧灘（ひうちなだ）がいりこの有名な産地であり、地域の産業について認

知しているためと考えられた。 
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図 25  問 25 今日、朝食を食べましたか         図 26  問 26 今日、朝食に何を食べましたか         

                                    （複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 図 27  主食･主菜･副菜のそろった朝食の摂取状況 

（問 25、26 の回答から）

調査日に朝食を食べていたのは、小学校全体 95.8％、男子 95.4％、女子 96.3％、中学校全体

90.6％、男子 92.3％、女子 88.8％であった。 

主食･主菜･副菜それぞれの摂取状況については、主食は、８割を超える児童生徒が食べていた。

主菜は、およそ２/３の児童生徒が、副菜は、およそ３/４の児童生徒が食べていなかった。 

朝食での主食･主菜･副菜の摂取状況について、主食･主菜･副菜のそろった朝食を食べることが

できていたのは、小学校全体 16.2％、男子 16.9％、女子 15.3％、中学校全体 18.7％、男子 19.3％、

女子 18.1％であった。 
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２ 児童生徒の食生活等の状況と関連する要因 

４～11 ページまでの報告から、下記の４項目について、関連する内容のクロス集計を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの選択肢は、以下のようにまとめ、以後の解析に使用した（下線部がまとめた部分）。 

質問項目 前 後 

問１ 起床時刻 １ 6 時 30 分より前   ２ 6 時 30 分～6 時 59 分 

３ 7 時 00 分～7 時 29 分  ４ 7 時 30 分以降 

１ 6：30 より前   ２ 6：30～6：59 

３ 7：00 以降 

問２ 就寝時刻 １ 9 時 00 分より前  ２  9 時 00 分～9 時 59 分 

３ 10 時 00 分～10 時 59 分 

４ 11 時 00 分～11 時 59 分 ５ 12 時 00 分以降 

１ 10:00 より前  ２ 10:00～10:59 

３ 11:00 以降 

問３ 朝食 １ 毎日食べる   ２ １週間に４～５日食べる 

３ １週間に２～３日食べる  ４ ほとんど食べない 

１ 毎日食べる  ２ 食べないことがある 

問５ 朝食共食 

問７ 夕食共食 

１ 家族そろって食べる  ２ 家族のだれかと食べる 

３ 子どもだけで食べる  ４ 一人で食べる 

１ 家族そろってまたは、だれかと食べる 

２ 子どもだけまたは、一人で食べる 

問８ 食事のあいさつ １ いつもする  ２ することが多い 

３ しないことが多い  ４ いつもしない 

１ する 

２ しない 

問 10 好ききらい １ きらいなものはない  ２ きらいなものが少しある 

３ きらいなものがたくさんある 

１ なし  ２ あり 

問 12 野菜 １ ５皿以上 

２ ４皿  ３ ３皿  ４ ２皿  ５ １皿以下 

１ ５皿以上  ２ ４皿以下 

問 13 排便 １ 毎日ある   ２ ２～３日に１回ある 

３ １週間に１回程度ある  ４ 決まっていない 

１ 毎日ある  ２ 毎日以外 

問 17 食事が楽しい 

問 18 前向きな姿勢での取

組 

１ いつもそうだ 

２ ときどきそうだ  ３ そんなことはない 

１ いつもそうだ  ２ それ以外 

問 19  家で自分で調理 

→調理体験とした 

１ ほとんど毎日   ２ １週間に数回 

３ １か月に数回   ４ しない 

１ 毎日または、１週間に数回 

２ １か月に数回   ３ しない 

問 20 家で食事の手伝い １ ほとんど毎日   ２ １週間に４～５日  

３ １週間に２～３日  ４ しない 

１ 毎日から１週間に２～３日まで 

２ しない 

特集   １ 早寝早起き朝ごはん 

２ 共食 

３ 野菜摂取 

４ 食文化の理解、地場産物の活用 
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（特集１）早寝早起き朝ごはん 

４ページに記載してあるように、基本的な生活習慣を身に付ける観点から、「早寝早起き朝ご

はん」の指導の継続は重要である。起床時刻、就寝時刻と朝食摂取、排便習慣、不定愁訴（身

体のだるさや疲れやすさ、やる気が起こらない、イライラすること）、前向きな姿勢との関連、

朝食摂取、主食･主菜･副菜のそろった朝食と排便習慣、不定愁訴、前向きな姿勢との関連を表

３に示した（○：有意な関連あり、×：関連なし）。さらに、小中学校とも関連が見られた項目

については図 28～39 に示した。不定愁訴については、身体の疲れやすさやだるさのみ、図 30、

33 に示した。やる気が起こらない、イライラすることに関する図は 22ページのグラフ集を参照

のこと。 

表３  起床時刻、就寝時刻、朝食摂取、朝食内容との関連 

  朝食摂取 

（毎日食べる、 

食べないことが

ある） 

排便習慣 

（毎日ある、 

毎日以外） 

不定愁訴 前向きな 

姿勢 

（いつも、 

それ以外） 

    

だるさや 

疲れやすさ 

やる気が 

起こらない 

イライラ 

すること 

起床時刻 
（6：30 より前、 

6：30～6：59、 

7：00 以降） 

小学校 ○ × ○ ○ ○ ○ 

中学校 ○ ○ ○ ○ × ○ 

就寝時刻 
（10：00 より前、 

10：00～10：59、 

11：00 以降） 

小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

中学校 ○ ○ ○ ○ × ○ 

朝食摂取 
（毎日食べる、 

食べないことがある） 

小学校 ― ○ ○ ○ ○ ○ 

中学校 ― ○ ○ ○ ○ ○ 

主食・主菜・副菜 
（そろっている、 

そろっていない） 

小学校 ― ○ ○ ○ ○ ○ 

中学校 ― × × ○ ○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28 起床時刻と朝食摂取の関連            図 29 就寝時刻と朝食摂取の関連 

 

 

 

 

 

 

 

図 30 起床時刻とだるさや疲れやすさの関連         図 31 起床時刻と前向きな姿勢の関連 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.05 

P < 0.001 P < 0.001 

P < 0.001 

†：残差分析にて有意 

† 

†：残差分析にて有意 

†：残差分析にて有意 †：残差分析にて有意 

† 

† † 

† † 

† † 

† † 

† 

† 

† 

† † 

† 

† 

† 

† 

† 

† 

† 

† † 

† † 

† † 

† † 

† † 

† † 

† † 

† † 
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図 32 就寝時刻と排便習慣の関連           図 33 就寝時刻とだるさや疲れやすさの関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 34 就寝時刻と前向きな姿勢の関連           図 35 就寝時刻と起床時刻の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中学校とも起床時刻、就寝時刻と朝食摂取に有意な関連が見られた。小学校では、「6:30 より

前」に起床する児童において朝食を「毎日食べる」と回答した割合が 92.4％と有意に多く、「6:30～

6:59」と「7:00 以降」でそれぞれ 85.8％、73.2％と有意に少なかった。中学校では、「6:30 より前」

に起床する生徒において朝食を「毎日食べる」と回答した割合が 85.9％と有意に多く、「7:00 以降」

で 67.7％と有意に少なかった。また、小学校では、「10:00 より前」に就寝する児童において朝食を

「毎日食べる」と回答した割合が 93.5％と有意に多く、「10:00～10:59」と「11:00 以降」でそれぞ

れ 84.9％、63.0％と有意に少なかった。中学校では、「10:00 より前」と「10:00～10:59」に就寝す

る生徒において朝食を「毎日食べる」と回答した割合がそれぞれ 91.0％、89.1％と有意に多く、「11:00

以降」で 72.5％と有意に少なかった。 

 

だるさや疲れやすさについては、小学校では、「7:00 以降」に起床する児童においてだるさや疲れ

やすさが「いつも」と回答した割合が 26.3％と有意に多く、「6:30 より前」で 17.0％と有意に少な

かった。中学校では、「7:00 以降」に起床する生徒において「いつも」と回答した割合が 36.8％と有

意に多く、「6:30～6:59」で 22.4％と有意に少なかった。また、小学校では、「11:00 以降」に就寝す

る児童においてだるさや疲れやすさが「いつも」と回答した割合が 40.0％と有意に多く、「10:00 よ

り前」で 14.4％と有意に少なかった。中学校では、「11:00 以降」に就寝する生徒において「いつも」

と回答した割合が 30.5％と有意に多く、「10:00～10:59」で 20.4％と有意に少なかった。 

 

前向きな姿勢での取組については、小学校は「6:30 より前」に起床する児童において「いつもそ

うだ」と回答した割合が 41.7％と有意に多く、「6:30～6:59」と「7:00 以降」でそれぞれ 33.3％、

26.8％と有意に少なかった。中学校は、「7:00 以降」に起床する生徒において「いつもそうだ」と回

答した割合が 27.4％と有意に少なかった。また、小学校は「10:00 より前」に就寝する児童におい

て「いつもそうだ」と回答した割合が 43.7％と有意に多く、「10:00～10:59」と「11:00 以降」でそ

れぞれ 29.4％、19.1％と有意に少なかった。中学校は、「10:00～10:59」に就寝する生徒において「い

つもそうだ」と回答した割合が 39.9％と有意に多く、「11:00 以降」で 30.3％と有意に少なかった。 

P < 0.05 

P < 0.05 

P < 0.001 

P < 0.01 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.001 

†：残差分析にて有意 †：残差分析にて有意 

†：残差分析にて有意 †：残差分析にて有意 

† † 

† † 

† † 

† 

† 

† 

† 

† 

† 

† 

† 

† 

† 
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図 36 朝食摂取と排便習慣の関連           図 37 朝食摂取とだるさや疲れやすさの関連 

 

 

 

 

 

 

 

図 38 朝食摂取と前向きな姿勢の関連       図 39 主食・主菜・副菜と前向きな姿勢の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食摂取は、排便習慣、不定愁訴、前向きな姿勢と有意な関連が見られた。小中学校とも朝食を

「毎日食べる」児童生徒において、排便が「毎日ある」割合が小学校 57.2％、中学校 62.6％と有意

に多く、朝食を「食べないことがある」児童生徒において排便が「毎日以外」の割合はそれぞれ 53.6％、

54.7％と有意に多かった。不定愁訴は、小中学校とも朝食を「毎日食べる」児童生徒において、だる

さや疲れやすさが「いつも」と回答した割合が小学校 16.6％、中学校 11.8％と有意に少なく、「食

べないことがある」児童生徒において、それぞれ 35.6％、18.2％と有意に多かった。また、小中学

校とも朝食を「毎日食べる」児童生徒において、前向きな姿勢での取組みが「いつも」と回答した割

合が小学校 38.8％、中学校 37.4％と有意に多く、食べないことがある児童生徒において、前向きな

姿勢での取組が「それ以外」がそれぞれ 78.1％、76.7％と有意に多かった。 

 

主食・主菜・副菜のそろった朝食は、やる気が起こらないことがある、イライラすることがあると

前向きな姿勢での取組に有意な関連が見られた。小中学校とも主食･主菜･副菜のそろった朝食をと

る児童生徒において、前向きな姿勢での取組が「いつも」と回答した割合が小学校 48.9％、中学校

40.2％と有意に多く、主食･主菜･副菜がそろっていない児童生徒において、前向きな姿勢での取組

が「それ以外」がそれぞれ 65.6％、66.6％と有意に多かった。 

小学校のみ、主食・主菜・副菜と排便習慣、だるさや疲れやすさに有意な関連が見られた。主食・

主菜・副菜がそろっている児童は、排便が毎日ある割合が多かった。 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.05 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.001 

排便習慣は小中学校とも就寝時刻と有意な関連が見られた。小学校は「10:00 より前」に就寝する

児童において排便が「毎日ある」割合が 58.2％と有意に多く、中学校は「11:00 以降」に就寝する生

徒において「毎日ある」割合が 55.8％と有意に少なかった。中学校のみ排便習慣と起床時刻に有意

な関連が見られた。 

 

就寝時刻と起床時刻にも有意な関連が見られた。11 時以降に就寝する児童生徒は、6:30 より前に

起床する割合が有意に少なく、7:00 以降が有意に多かった。 

†：残差分析にて有意 

† † † 

† † † 

† † 

† † 
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（特集２）共食 

５ページに記載のとおり朝食を誰と食べることが多いかでは、「子どもだけ」「一人で」を合

わせると小学校 38.3%、中学校 50.6%、夕食ではそれぞれ 7.2％、11.6％であった。朝食共食及

び夕食共食と食事のあいさつ、間食・夜食（夕食共食との関連のみ）、不定愁訴（身体のだるさ

や疲れやすさ、やる気が起こらない、イライラすること）、食事が楽しい、前向きな姿勢、野菜

摂取、好き嫌い、郷土料理、地場産物との関連を表４及び表５に示した（○：有意な関連あ

り、×：関連なし）。さらに、小中学校とも有意な関連が見られた項目については図 40～49 に

示した。不定愁訴については、身体の疲れやすさやだるさのみ、図 41、47 に示した。やる気が

起こらない、イライラすることに関する図は 23ページのグラフ集を参照のこと。 

 

表４  朝食共食との関連 

 食 事 の 

あいさつ  
（する、 

しない） 

不定愁訴 食事が 

楽しい 

（いつも、 

それ以外） 

前向き 

な姿勢

（いつも、 

それ以外） 

野菜摂取 
（５皿以上、 

４皿以下） 

好き嫌い 
（なし、 

あり） 

郷土料理 
（知っている、 

知らない） 

地場産物 
（知っている、 

知らない）   
だるさや 

疲れやすさ 

やる気が 

起こらない 

イライラ 

すること 

小学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

中学校 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 

 

 

表５  夕食共食との関連 

 食 事 の 

あいさつ 
（する、 

しない） 

間食・ 

夜食 

不定愁訴 食事が 

楽しい 

（いつも、 

それ以外） 

前向き 

な姿勢

（いつも、 

それ以外） 

野菜摂取 
（５皿以上、 

４皿以下） 

好き嫌い 
（なし、 

あり） 

郷土料理 
（知っている、 

知らない） 

地場産物 
（知っている、 

知らない）  
だるさや 

疲れやすさ 

やる気が 

起こらない 

イライラ 

すること 

小学校 ○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × 

中学校 ○ × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 40 朝食共食と食事のあいさつの関連        図 41 朝食共食とだるさや疲れやすさの関連 

 

 

 

 

p〈 0.05 

p〈 0.01 
p〈 0.001 

p〈 0.001 

†：残差分析にて有意 
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図 42 朝食共食と食事が楽しいの関連           図 43 朝食共食と野菜摂取量の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 44 朝食共食と郷土料理の関連              図 45 朝食共食と地場産物の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 46 夕食共食と食事のあいさつの関連         図 47 夕食共食とだるさや疲れやすさの関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 48 夕食共食と食事が楽しいの関連          図 49 夕食共食と郷土料理の関連  

 

 

 

 

 

P < 0.001 

P < 0.001 
p〈 0.05 

p〈 0.01 

P < 0.001 

p〈 0.05 

p〈 0.05 

p〈 0.05 

p〈 0.05 

P < 0.001 

p〈 0.01 

p〈 0.01 
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P < 0.001 

p〈 0.01 
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†：残差分析にて有意 
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朝食を「家族そろってまたは誰かと」食べる児童生徒では、食事のあいさつを「する」、不定愁訴は

「ない」、食事が楽しいは「いつもそうだ」、野菜を「５皿以上」摂取していた児童生徒が有意に多か

った。郷土料理と地場産物を「知っている」と回答した割合も有意に多かった。朝食共食と前向きな

姿勢での取組、好き嫌いの有無については、小学校のみ有意な関連があった。 

 

夕食を「家族そろってまたは誰かと」食べる児童生徒では、食事のあいさつを「する」、食事が楽し

いは「いつもそうだ」、郷土料理を「知っている」が有意に多く、だるさや疲れやすさとやる気が起こ

らないは「いつもそうだ」が有意に少なかった。夕食共食とイライラすることがあるかについては、

小学校のみ有意な関連があった。夕食共食と前向きな姿勢での取組、好き嫌いについては、中学校の

み有意な関連があった。中学校における好き嫌いについては「子どもだけまたは一人で」食べる生徒

はきらいなものは「ない」が 25.3％と有意に高く、「家族そろってまたは誰かと」食べる生徒は 17.2％

であった。朝食で関連が見られた野菜摂取量、地場産物の認知については夕食では関連が見られなか

った。 

 

共食は、食事を楽しむとともに、あいさつ習慣を身に付けたり食文化等に触れたりする場になって

いると考えられた。また、朝食を共食する児童生徒は３つの不定愁訴（身体のだるさや疲れやすさ、

やる気が起こらない、イライラすること）のいずれについても「ない」人が多く、夕食を共食する児

童生徒は２つの不定愁訴と関連が見られたことから、１日をすこやかに過ごすには、共食が大切であ

ると考えられた。共食をすることが困難な状況にある児童生徒、保護者もいることにも留意しながら

家庭への啓発をするとともに、学校においても共食により食の楽しさを実感させ、望ましい食や生活

の基礎を育むことが望まれる。 

共食について 「健康日本２１(第三次)の推進に関する説明資料」（厚生労働省）より 

共食について、「健康日本２１(第三次)の推進に関する説明資料」（厚生労働省）には、次のよう

に記載されている。 
海外の研究において、家族との共食頻度が高い学童・思春期の子どもは、野菜・果物摂取量が多

い等食物摂取状況が良好であること、食事の質が高いこと、不健康な食事が少ないこと、ＢＭＩが

低いことが報告されている。国内の研究においても小中学生の家族との共食頻度と健康的な食品

の摂取頻度及び良好な精神的健康状態には正の関連が報告されている。また、独居高齢者において

は、友人など誰かと一緒に食事をする頻度が多いと肉や緑黄色野菜等の摂取頻度が高いこと、孤食

が多いと欠食、野菜や果物の摂取頻度が少ないことが報告されている。 
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（特集３）野菜摂取 

６ページに記載のとおり、多くの児童生徒が野菜摂取不足であった。野菜を５皿以上（350ℊ 相

当以上）食べることができていたのは、小学校 14.8％、中学校 9.6％であった。５皿以上の野菜

摂取の有無と排便習慣、不定愁訴（身体のだるさや疲れやすさ、やる気が起こらない、イライ

ラすること）、好き嫌い、主食・主菜・副菜との関連を表６に示した（○：有意な関連あり、

×：関連なし）。さらに、小中学校とも有意な関連が見られた項目については図 50及び図 51 に

示した。 

 

表６  ５皿以上（350ℊ 相当以上）の野菜摂取との関連 

 排便習慣 

（毎日ある、 

毎日以外） 

不定愁訴 好き嫌い 

（なし、あり） 

主食・主菜・副菜 

（そろっている、 

そろっていない） 
  

だるさや 

疲れやすさ 

やる気が 

起こらない 

イライラ 

すること 

小学校 ○ × ○ × ○ ○ 

中学校 × × × × ○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

図 50 野菜摂取量と好き嫌いの関連         図 51 野菜摂取量と主食・主菜・副菜の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜を５皿以上食べている児童生徒は、好き嫌いが「なし」の割合が小学校 22.5％、中学校

26.6％と有意に多く、主食・主菜・副菜が「そろっている」割合が小学校で 31.1％、中学校で

47.7％と有意に多かった。５皿以上の野菜摂取と排便習慣、やる気が起こらないことは、小学校

のみ有意な関連があった。 

野菜を５皿以上食べている児童生徒は、好き嫌いなく、主食・主菜・副菜がそろった食事を食

べ、バランスのよい食事ができていると考えられた。 

16 ページに記載したように、朝食の共食と野菜摂取量に関連が見られることから、朝食共食

によって野菜不足を改善できるような啓発も望まれる。 

なぜ、350g の野菜が必要？ 

「健康日本２１(第三次)の推進に関する説明資料」（厚生労働省）には、野菜からの食物繊維や

カリウム等の摂取寄与度等も踏まえ、引き続き健康日本 21（第二次）の目標値を維持し、350g/日

以上とするとされている。さらに、次のように記載されている。 

食事による摂取と生活習慣病（ＮＣＤｓ）との関連から食事摂取基準において目標量が設定され

ている栄養素のうち、食物繊維及びカリウムは野菜からの摂取寄与度が高い。諸外国の報告を含む

メタアナリシスによって、野菜及び果物の摂取量を増やすことで循環器病死亡率が低下すること

が認められている 。また、日本では循環器病の疾病負荷が課題であり、日本人において野菜の摂

取を 70ｇ増やすことにより循環器病の疾病負荷が小さくなると予測されている。 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.001 

p〈 0.01 
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（特集４）食文化の理解、地場産物の活用 

８ページに記載のとおり、香川県の郷土料理を「知っている」と回答した児童生徒は、小学校

62.0%、中学校 58.6%、香川県や地域の地場産物を「知っている」と回答した児童生徒は、小学校

54.0%、中学校 50.6%であった。郷土料理及び地場産物の認知と調理体験、食事の手伝い、野菜摂

取量との関連を表７に示した（○：有意な関連あり、×：関連なし）。さらに、小中学校とも有意

な関連が見られた項目については図 52～55 に示した。 
 

表７  郷土料理、地場産物の認知との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 52 調理体験と郷土料理の関連              図 53 食事の手伝いと郷土料理の関連 

 

 

 

 

 

図 54 野菜摂取量と郷土料理の関連             図 55 野菜摂取量と地場産物の関連 

 

 

 

 

 

 

 

    
調理体験 

（毎日または１週間に数回、 

1 か月に数回、しない） 

食事の手伝い 
（毎日から１週間に２

～３日まで、しない） 

野菜摂取 
（５皿以上、４皿以下） 

郷土料理 
（知っている、 

知らない） 

小学校 ○ ○ ○ 

中学校 ○ ○ ○ 

地場産物 
（知っている、 

知らない） 

小学校 ○ ○ ○ 

中学校 × × ○ 

P < 0.001 

p〈 0.01 

P < 0.001 

p〈 0.01 

P < 0.001 

p〈 0.01 

P < 0.001 

P < 0.001 

†：残差分析にて有意 

† 

† † 

† 

† 

† 

† 

† 
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郷土料理の認知は、小中学校とも調理体験、食事の手伝い、野菜摂取量と有意な関連が見られ

た。 

調理体験との関連では、小学校では、「毎日または、１週間に数回」調理をする児童は、郷土

料理を「知っている」割合が 67.0％と有意に多く、「しない」児童は「知らない」が 46.1％と有

意に多かった。中学校では、調理を「しない」生徒は郷土料理を「知らない」が 46.6％と有意

に多かった。 

食事の手伝いとの関連では、「毎日から１週間に２～３回まで」手伝いをする児童生徒は、郷

土料理を「知っている」割合が小学校 64.2％、中学校 60.8％と有意に多かった。 

野菜摂取量との関連では、野菜を５皿以上食べている児童生徒は、郷土料理を「知っている」

割合が小学校 75.1％、中学校 71.1％と有意に多かった。 

 

地場産物の認知は、小中学校とも野菜摂取量と有意な関連が見られた。野菜を５皿以上食べて

いる児童生徒において、地場産物を「知っている」割合が小学校 70.4％、中学校 67.2％と有意

に多かった。 

地場産物の認知と調理体験、食事の手伝いについては、小学校のみ有意な関連があった。 

 

16 ページに記載したように、共食と郷土料理や地場産物の認知との関連も見られたことから、

今後も学校や家庭などにおいて、野菜を食べたり調理したりする体験や共食によって郷土料理

や地場産物の理解を深めることが望まれる。 
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グラフ集 

２ 児童生徒の食生活等の状況と関連する要因 

（１）早寝早起き朝ごはん 

 

 

 

 

 

 

 

起床時刻とやる気が起こらないの関連       就寝時刻とやる気が起こらないの関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食摂取とやる気が起こらないの関連        朝食摂取とイライラすることの関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主食・主菜・副菜とやる気が起こらないの関連   主食・主菜・副菜とイライラすることの関連 

 

 

 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.01 

P < 0.001 

P < 0.05 

P < 0.001 

P < 0.05 

†：残差分析にて有意 †：残差分析にて有意 

†：残差分析にて有意 †：残差分析にて有意 

†：残差分析にて有意 †：残差分析にて有意 

† 

† 

† 

† † 

† 

† † 

† 

† 

† 

† † † 

† † 

† † 

† 

† 

† 

† 

† † † 

† † † 

† † 

† 

† 

† † 

† 

† 

† 

† 

† † 

† † 

† 

† 

† 

† 

† 

† 

† 

† 

「7:00 以降」に起床する児童生徒は、やる気が起こらないことが「いつも」と回答した割合が多

く、「6:30 より前」では、そんなことは「ない」と回答した割合が多かった。 

「11:00 以降」に就寝する児童生徒は、やる気が起こらないことが「いつも」と回答した割合が多

く、「10:00 より前」では、そんなことは「ない」と回答した割合が多かった。 

小学校では、朝食を「毎日食べる」児童は、やる気が起こらない、イライラすることが「いつも」

と回答した割合が少なく、そんなことは「ない」と回答した割合が多かった。 
中学校では、朝食を「毎日食べる」生徒は、やる気が起こらない、イライラすることが「いつも」

と回答した割合が少なかった。 

主食・主菜・副菜がそろっている児童生徒は、やる気が起こらない、イライラすることが「ない」

と回答した割合が多かった。 

† 
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（２）共食 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食共食とやる気が起こらないの関連        朝食共食とイライラすることの関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

夕食共食とやる気が起こらないの関連 

 

 

P < 0.05 

P < 0.001 

P < 0.01 P < 0.001 

P < 0.001 

P < 0.001 

†：残差分析にて有意 †：残差分析にて有意 

†：残差分析にて有意 

† 

† 

† † 

† † 

† † 

† † 

† † 

† 

† 

† † 

† 

† 

† 

† 

† 

† 

朝食を共食している児童生徒は、やる気が起こらない、イライラすることが「いつも」と回答した

割合が少なく、そんなことは「ない」と回答した割合が多かった。 
夕食を共食している児童生徒は、やる気が起こらないことが「いつも」と回答した割合が少なかっ

た。 
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Ⅴ 資料  
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